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本
研
究
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
北
海
道
方
言
が
ど
の
地
域
の
言
葉
の
影
 
 

響
を
受
け
て
形
成
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
北
海
道
方
言
に
関
す
る
最
古
 
 

の
書
物
で
あ
る
 
『
松
前
方
言
考
b
を
用
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
 
 

れ
ま
で
、
明
治
時
代
以
前
の
北
海
道
方
言
に
関
し
て
の
研
究
は
あ
ま
り
な
 
 

さ
れ
て
い
な
い
。
『
松
前
方
言
考
』
 
の
語
彙
を
、
各
種
の
辞
典
や
 
『
松
前
 
 

方
言
考
』
以
前
に
書
か
れ
た
東
北
地
方
の
方
言
書
と
の
比
較
が
主
な
研
究
 
 

方
法
で
あ
る
。
 
 
 

北
海
道
方
言
は
、
東
北
方
言
の
影
響
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
確
 
 

か
に
初
め
に
松
前
地
へ
移
住
し
た
人
々
の
出
身
地
は
東
北
・
北
陸
地
方
が
 
 

多
か
っ
た
。
し
か
し
、
『
松
前
方
言
考
』
と
東
北
の
方
言
集
と
の
語
彙
の
 
 

比
較
で
は
類
似
点
が
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
日
本
海
域
の
貿
 
 

易
に
従
事
し
た
北
前
船
が
あ
る
。
北
前
船
は
西
日
本
地
域
の
産
物
を
松
前
 
 

地
へ
も
た
ら
し
、
松
前
地
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
江
戸
時
代
末
期
 
 

の
北
海
道
方
言
は
、
初
め
に
移
住
し
て
き
た
東
北
・
北
陸
の
人
々
の
言
葉
 
 

が
土
台
と
な
り
、
そ
の
後
、
北
前
船
の
影
響
に
よ
り
、
東
北
方
言
だ
け
で
 
 

は
な
く
、
近
畿
・
中
国
地
方
を
中
心
と
し
た
西
日
本
の
言
葉
の
影
響
も
大
 
 

き
く
受
け
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
る
。
 
 
 

ま
た
、
函
館
で
『
松
前
方
言
考
』
の
語
彙
残
存
率
調
査
を
行
っ
た
。
『
松
 
 

前
方
言
考
』
 
が
書
か
れ
て
か
ら
一
五
九
年
経
た
現
在
で
は
、
語
彙
残
存
率
 
 

は
約
二
割
程
度
で
あ
っ
た
。
 
 

近
世
の
子
ど
も
絵
本
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
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オ
ノ
マ
ト
ペ
は
、
日
本
人
な
ら
ば
誰
も
が
、
そ
の
意
味
を
直
感
的
に
理
 
 

解
で
き
る
語
で
あ
る
の
で
、
言
語
が
未
発
達
な
子
ど
も
に
も
馴
染
み
が
深
 
 

く
、
現
代
の
絵
本
に
は
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
 
 
 

本
研
究
は
、
刊
行
さ
れ
た
、
読
者
に
子
ど
も
を
想
定
し
た
絵
本
の
は
じ
 
 

め
で
あ
る
近
世
の
絵
入
り
本
を
対
象
と
し
、
そ
の
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
 
 

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
。
 
 
 

近
世
の
子
ど
も
絵
本
に
あ
た
る
赤
本
・
黒
本
・
青
本
・
上
方
絵
本
の
百
 
 

四
十
二
作
品
を
研
究
対
象
と
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
延
べ
語
数
五
百
二
十
 
 

六
語
、
異
な
り
語
数
二
百
八
十
四
語
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
収
集
し
、
形
態
・
 
 

用
法
・
意
味
の
三
点
か
ら
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
特
徴
と
、
特
徴
が
現
れ
る
要
因
 
 

に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ま
た
、
現
代
の
絵
本
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
と
の
 
 

比
較
を
行
っ
た
。
 
 
 

近
世
の
絵
本
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
特
徴
は
、
子
ど
も
の
み
で
ほ
な
 
 

く
、
子
ど
も
と
大
人
両
者
を
読
者
に
想
定
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
な
っ
 
 

て
現
れ
て
い
る
。
臨
時
的
な
も
の
が
多
い
、
文
外
で
独
立
し
て
用
い
ら
れ
 
 

る
こ
と
が
多
い
、
と
い
う
特
徴
は
、
子
ど
も
の
読
者
を
想
定
し
た
本
で
あ
 
 

る
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
代
の
絵
本
と
比
べ
て
使
用
額
 
 

度
が
少
な
い
、
人
に
関
す
る
も
の
が
多
い
、
し
や
れ
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
 
 

い
る
、
と
い
う
特
徴
は
、
大
人
の
読
者
も
想
定
さ
れ
た
本
で
あ
る
こ
と
が
 
 

要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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